
 
 

表彰対象工事・業務の概要及び評価点 

 

 

 

【優良工事】 

受注者名：（株）ソレイユ 

工 事 名：令和３年度国営造成水利施設ストックマネジメント 

     推進事業 「十津川紀の川地区」 

小田頭首工エプロン部摩耗対策その３工事 

    工  期：令和 3 年 9 月 22 日～令和 4年 3月 25 日 

 

【工事概要】 

本工事は、小田頭首工エプロン部の摩耗対策を実施するものである。 

 １．耐摩耗エポキシ樹脂モルタル工法   A=233.1ｍ2 

２．護床ブロック設置工         N=15 個 

３．根固めブロック工          V=15.7ｍ3 

    

【評価点】 

【品質向上】 

① エプロン部は、摩耗により複雑な断面をしており、耐摩耗エポキシ樹脂モルタルの施工

量の把握は難しいものであったが、施工前に 3次元レーザ測量を行うことにより、施工

量を緻密に算出することができた。 

② 耐摩耗エポキシ樹脂モルタルについては、施工時の既設コンクリートの表面温度、材料

温度、養生後の温度等、温度管理が難しい材料であったが、施工場所の仮囲いを行い、

施工前から材料及び気温を 24 時間管理することで品質を確保し施工することができ

た。 

③ 護床ブロックの設置については、エプロンと一体化を図るためにアンカー及び根固め

コンクリートにより固定を行った。エプロン部については、素材が異なるため、アンカ

ー設置後に横筋を設置することでより一層の一体化を図りクラック抑制対策を行っ

た。 

【地元貢献】 

① 小田頭首工は 4月には鮎が遡上するため、仮設道路およびヤードの撤去時に、下流側を

土砂にて仮閉切を行い、沈殿させることで濁水が流出しないようするなどの工夫が図

られた。 

② 本頭首工は、世界かんがい施設遺産に登録されている小田井用水路の最上流にある頭

首工であり、見学者も多いため、見学者が気持ちよく見学できるように、周辺の草刈

り及びゴミ拾いを行った。 

 

これらの取組は、他の受注者の模範となり、施工技術力向上に対する意欲高揚に大いに 

寄与するものであり評価するに十分値する。 

 



 
 

表彰対象工事・業務の概要及び評価点 

 

 

 

【優良工事】 

受注者名：（株）クスケン 

工 事 名：令和２年度湖東平野農業水利事業 

     中央管理所等建屋改修その１工事 

    工  期：令和 3 年 6 月 25 日～令和 4年 3月 11 日 

 

 

【工事概要】 

本工事は、中央管理所、水管理局舎、永源寺ダム警報局舎の改修工事を実施するものであ

る。 

 １．中央管理所改修      N= １箇所 

２．水管理局舎改修      N=10 箇所 

３．永源寺ダム警報局舎改修  N= 3 箇所 

    

【評価点】 

 

今回、局舎設置は、本工事で実施することとしていたが、内装する設備については、別

件工事であった。 

 このため、工事の実施前、実施中において別件工事受注者との打合せ及び調整（足場の

組立時期等）と進捗管理（今季においては降雪による作業不能日数があった）を綿密に行

う必要があった。 

 今回本工事の受注者は、当初契約内容においては、内装する設備の改修を担当する工事

受注者との調整を行いながらも、工期の前倒しを実施した。このことにより設備工事も予

定通りの進捗となった。 

 また、本工事の受注者は、上記のとおりの円滑な工程管理を行いながら、改修箇所の提

案を行う等の積極的な部分もあった。 

 

以上に掲げるとおり、本工事における自社及び他工事との工程管理において特筆すべき

ものがあり、また工事実施において、的確な提案を行う等の高く評価できるものであった

ことから、これを推薦する。 

  

 

 

 

 

 

 



 
 

表彰対象工事・業務の概要及び評価点 

 

 

 

【優良工事】 

受注者名：（株）吹上工業 

工 事 名：令和３年度亀岡中部農地整備事業 

     曽我部工区区画整理その２１工事 

    工  期：令和 3 年 6 月 12 日～令和 4年 3月 25 日 

 

【工事概要】 

本工事は、曽我部工区内の区画整理を施工するものであり、整地工、道路工、用水路工、

排水路工を一体的に整備工事を実施するものである。 

 １．整地工    A=2.3ha 

２．道路工    L=565ｍ 

３．用水路工  L=552ｍ 

４．排水路工  L=665ｍ    

【評価点】 

１．適切な品質確保 

（株）吹上工業は基盤に礫が多いことに対して、自社努力により所定の厚さの表土以外 

に床土として利用できる良質土を確保し、基盤造成後、礫分の多く透水性が高い基盤土と 

の間に床土を均一に敷き均した上に表土を戻し保水力や表土に礫が混ざらないように良質 

な品質確保を行った。 

また、厳密な工程管理により工期末に余裕をもって工事を進め、用排水路の試験通水に 

より漏水確認を行い品質確保に努めた。 

 

２．積極的な地域貢献 

現場への進入路が、地域住民や盲導犬センターの生活道路として活用されている狭小な

橋梁の利用に対し、一般車両の通行を最優先としたことや発注者の指示する点検（工事

前、工事途中、工事後の３回）以上に、工事車両通行の前後など、定点観測による変位調

査を行うなど慎重な対応を行い地域住民の通行に影響を与えず工事を実施した。 

また、自社努力により、桝や法面の維持管理を行うための通路において、植生土嚢を階

段状に設置するなど安全にも配慮し、地元役員や地域住民と円滑な調整を図り積極的に意

見を取り入れ工事を進めた。 

 

以上に掲げるとおり、現場条件を踏まえ適切な品質確保、安全管理を行い、地域住民か

らの苦情も一切なく工事を工期内に完成させたことは、他の模範となるものであり評価に

十分値する。 

   

 

 



 
 

表彰対象工事・業務の概要及び評価点 

 

 

【優良工事】 

受注者名：東急建設（株）関西支店 

工 事 名：和歌山平野農地防災事業 

     六箇井水路（畑毛工区）改修工事 

    工  期：令和元年 6 月 29 日～令和 3年 7月 7日 

【工事概要】 

本工事は、六箇井幹線水路から山崎放水路へのバイパス水路（推進管）を新設するもので

ある。 

１．菅水路 φ1650 L=629.4ｍ   ３．分水工     N=1 箇所 

２．流入水槽    N=1 箇所    ４．流出水槽    N=1 箇所    

【評価点】 

１．現場継施工時のオーガー組立・解体（効率的施工） 

 通常、鋼矢板の現場継施工において、オーガーの組立・解体は地上にて行うのであるが、

矢板１枚施工するのに組立・解体が６回必要である。総枚数 90 枚のため、組立・解体が 540

回にもなる。作業を安全かつ効率的に行うため、地中に収納管を埋め込み、オーガーを倒

すことなく作業をできるようにした。その結果、事故もなく作業時間の軽減も図ることが

できた。 

２．推進工における排泥管の洗浄（環境配慮） 

 推進工施工中は、排泥管の切り離し・接続作業を行う際に、排泥管を洗浄する必要があ

り、洗浄水と湧水が混ざり合わないよう、仕切り板を設置し、洗浄水用のポンプを追加で

設置した。その結果、汚水処理の必要のない湧水を坑外へ排出することが可能となった。 

３．施工領域安全監視システムの導入（労働安全対策） 

 発進立坑ヤード上空には高圧送電線があり、離隔条件が７ｍ必要なため、施工可能範囲

が約 13ｍと限られた中での施工が必要であった。目視では上空監視が困難なため、施工領

域安全監視システム（3Ｄバリア）を導入し、作業可能エリアを可視化等することにより、

安全にクレーン作業が可能となった。 

４．お知らせモニターの設置（地元貢献） 

 工事用出入り口に大型モニターを設置し工事の週間予定や進捗状況などの写真を掲載す

ることにより、地域住民の方へのお知らせや工事への関心とご理解を持って頂くようにし

た。 

５．次世代足場の活用（新技術） 

 推進工の施工においては、立坑の昇降が多くなるので、設置する昇降設備に次世代足場

を使用した。その結果、余裕をもった移動幅等が確保でき、安全に又は速やかに移動でき

作業の効率化も図られた。 

 

以上のように受注者は、現場条件としての特性に対する創意工夫による効率的な施工や

安全対策の取組等を行い、また地域住民周辺との友好な関係を構築し、工期内に工事を完

成させた。これらの取組は、他の受注者の模範となり評価に十分値する。 



 
 

表彰対象工事・業務の概要及び評価点 

 

 

【優良工事】 

受注者名：NTC コンサルタンツ（株）近畿支社 

業 務 名：令和３年度国営造成水利施設ストックマネジメント 

推進事業 「十津川紀の川地区」大迫ダム安全性評価業務 

 工  期：令和 3 年 7 月 1日～令和 4年 3月 25 日 

 

【業務概要】 

本業務は、国営十津川紀の川土地改良事業（昭和 27 年度～昭和 59 年度）で造成整備さ

れたアーチ式ダムである大迫ダムについて、レベル２地震動に対する堤体の耐震性能照査

を行うものである。 

 １．レベル２地震動に対する地震応答解析 

２．アーチダム安全性評価検討部会資料の作成  

３．ダム堤体多点型地震観測に係る共同研究  

 

【評価点】 

大迫ダムについては、平成 28年度から耐震照査の検討に着手しているが、農林水産省内

で２事例しかないアーチ形式のダムのため、一般的で耐震照査方法が定められたフィル形

式や重力形式と異なり、独自の手法で照査が必要なことから、近畿農政局管内 17 基を対象

に近畿農政局農業用ダム安全性評価委員会と有識者で構成するアーチダム安全性評価検討

部会（以下、「検討会」という。）において、並行的に検討が進められてきた。 

 

１． 一般的な耐震照査には最大断面の２次元モデルが用いられるが、大迫ダムはアーチ

形式であり、また、右岸のウイングダムやダイビング構造など、構造が複雑なため、

３次元モデルによる解析となったが、３次元モデル構造の把握、発生した応力の位置

及び評価など、極めて専門的な内容について、独自の資料収集や本件配置技術者以外

の自社内の技術者を交えた検討により、定量的な評価と合理的な資料作成を実施した

こと。 

２． 前記検討部会の事前打合せや検討部会において、わかりやすい資料作成に努めると

ともに、出された指摘及び質疑事項に対して、内容の確認、回答が積極的に行われた

こと。 

 

 以上のとおり、高度な解析であるアーチダムのレベル２地震動による耐震性能の照査を

完了したことは高く評価できる。 

 

 



 
 

表彰対象工事・業務の概要及び評価点 

 

 

 

【優良業務】 

受注者名：（株）三祐コンサルタンツ 大阪事務所 

業 務 名：令和３年度国営造成水利施設ストックマネジメント 

推進事業 「十津川紀の川地区」山田ダム安全性評価業務 

    工  期：令和 3 年 6 月 22 日～令和 4年 2月 28 日 

【業務概要】 

本業務は、重力式ダム山田ダムの健全性・安全性を解明する業務である。 

 １．現地調査          ４．揚圧力調査方法の確認 

２．耐震性能照査補足検討    ５．近畿農政局管内国営農業用ダム安全性 

３．健全性の評価           評価委員会資料作成 

【評価点】 

 山田ダムの健全性・安全性を解明し、それらの結果を「近畿農政局管内国営農業用ダム

安全性評価委員会」へ諮問するにあたり、ダムの建設年代が古く建設当時の資料も乏しい

中で、高度な技術力と的確な視点、常に余裕を持った行程管理を行う業務管理能力を発揮

した。また、積極的に問題解決図る取り組み姿勢をもって業務を遂行した。 

 

以上の短期間で山田ダムの安全性評価の結果を的確に導き出した事は、十分な評価に値

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

表彰対象工事・業務の概要及び評価点 

 

 

 

【優良業務】 

受注者名：（株）ジルコ 近畿事務所 

業 務 名：令和２年度湖東平野農業水利事業 

     幹線水路ゲート改修実施設計業務 

    工  期：令和 2 年 11 月 24 日～令和 3年 6月 30 日 

 

【業務概要】 

本業務は、昭和２７年～５８年度に造成された国営愛知川土地改良施設である分水工等

について機能診断を実施し、改修についての実施設計を行う業務である。 

 １．菅水路 φ2200 L=176.6ｍ 

２．流入水槽    N=1 箇所 

３．分水工     N=1 箇所 

４．流出水槽    N=1 箇所    

【評価点】 

 報告書において、簡潔で理解しやすい内容となるよう、以下の工夫が見られた。 

概略調査、機能診断の各段階、各施設毎に簡潔に表にまとめ、調査写真も多く掲載して

おり理解しやすく整理されている。 

 実施設計においても「補修計画一覧表」としてまとめ、後述に各分水工を横断する設備

区分毎に、根拠を示し、工夫が見られる。 

  

 以上に掲げるとおり、報告書へのとりまとめにおいて特筆すべきものがあり、高く評価

できるものであったことから、これを推薦する。 


